
第９学年１組　技術・家庭科（技術分野）学習指導案 
 

​            日　時　令和７年10月31日（金） 

​          授業者　岩橋　正博 
 

１．題材名　　内容「Ｄ 情報の技術」 

　　　　　　　計測・制御システムを使って、社会の様々な問題を解決しよう 

 

２．題材の目標 

　情報の技術の見方・考え方を働かせ、自分に身近な生活における実践的・体験的な活動を通して、生

活や社会で利用されている情報の技術についての基礎的な理解を図り、それに係る技能を身に付け、情

報の技術と安全な生活や社会との関わりについて理解を深めるとともに、身近な生活の中から情報の技

術に関わる問題を見出して課題を設定する力、安全や環境に配慮した生活や社会の実現に向けて、適切

かつ誠実に情報の技術を工夫し創造しようとする実践的な態度を育成する。 

 

３．題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

生活や社会で利用されている情

報の技術についての科学的な原

理・法則や基礎的な技術の仕組

み、情報モラルの必要性及び、

情報の技術と生活や社会、環境

との関わりについて理解してい

るとともに、安全・適切なプロ

グラムの制作、動作の確認及び

デバッグ等ができる技能を身に

付けている。 

生活や社会の中から情報の技術

に関わる問題を見いだして、計

測・制御システムの設計・制作

などの課題を設定し、解決策を

構想し、実践を評価・改善し、

表現するなどして課題を解決す

る力を身に付けているととも

に、よりよい生活の実現や持続

可能な社会の構築を目指して情

報の技術を評価し、適切に選

択、管理・運用、改良、応用す

る力を身に付けている。 

よりよい生活の実現や持続可

能な社会の構築に向けて、課

題の解決に主体的に取り組ん

だり、振り返って改善したり

して、情報の技術を工夫し創

造しようとしている。 

 

４．本時の主張 

　本題材は、平成29年告示中学校学習指導要領における内容「Ｄ情報の技術」の「(３)生活や社会に

おける問題を、計測・制御のプログラミングによって解決する活動を通して、次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。」に示されている「ア　計測・制御システムの仕組みを理解し、安全・

適切なプログラムの制作、動作の確認及びデバッグ等ができること。」では、「センサ、コンピュー

タ、アクチュエータ等の計測・制御システムの要素や、計測・制御システムの各要素において異なる

電気信号（アナログ信号とデジタル信号）を変換し、各要素間で情報の伝達が行えるようにするため

にインタフェースが必要であること、計測・制御システムの中では一連の情報がプログラムによって

処理されていることなどの計測・制御システムの仕組みについて理解させる。」、「設定した課題を

解決するために、適切なプログラミング言語を用いて、安全・適切に、順次、分岐、反復という情報

処理の手順や構造を入力し、プログラムの編集・保存、動作の確認、デバッグ等ができるようにす

る。」こと、並びに「イ　問題を見いだして課題を設定し、入出力されるデータの流れを元に計測・

制御システムを構想して情報処理の手順を具体化するとともに、制作の過程や結果の評価、改善及び

修正について考えること。」では、「生活や社会の中から処理の自動化、システム化、情報セキュリ

ティ等に関わる問題を見いだして課題を設定する力、課題の解決策を、条件を踏まえて構想し、全体

構成やアルゴリズム、データの流れを図に表す力、試行・試作等を通じて解決策を具体化する力、設

計に基づく合理的な解決作業について考える力、課題の解決結果や解決過程を評価、改善及び修正す

る力などの、(１)のイで気付かせた情報の技術の見方・考え方を働かせて、問題を見いだして課題を

設定し解決する力を育成する。」ことをねらいとしている。 

　本学年は、通年で技術分野、家庭分野を履修することにしている。また、技術分野について、三年

間を通しての問題解決の難易度を考慮し、第７学年では内容「Ａ材料と加工の技術」と内容「Ｂ生物

育成の技術」、第８学年で内容「Ｃエネルギー変換の技術」と内容「Ｄ情報の技術」の一部、第９学



年で内容「Ｄ情報の技術」を学習する指導計画としている。内容「Ｄ情報の技術」については、これ

まであまり意識してこなかった計測・制御システムが身の周りに多くあることに気づいた段階であ

る。具体的なセンサやアクチュエータがコンピュータを通してどのような役割を果たしているのか理

解したうえで説明することができる子どもは多くない。そのため、計測・制御システムとして子ども

の身近に存在し、なおかつ社会的に重要な役割を果たしている信号機をテーマとすることで、センサ

やアクチュエータの役割や具体について少しずつ学んでいくことができるように配慮した。また、知

識だけでなく感覚的に理解できるよう支援するため、NHK ONE for School等の映像教材の活用や、ICTを

活用した手立ても行ってきている。 

 本時は、既存の情報の技術の理解として、計測・制御システムの基本について、信号機のシステムを

モデルとしながら、学んでいく場面である。漠然としたイメージの計測・制御システムについて、セ

ンサやアクチュエータの存在や役割がより明確になっていくとともに、開発者の思いがプログラムに

込められていることに気づくことを期待している。教材準備数から１人ずつの活動も可能であるが、

対話や協働的な学びを重視して２～３人のグループ活動で行いたい。それぞれがどのような役割を果

たしたのかと見取ることができるように、ふりかえりの工夫も行いたい。 

 

５．題材の指導計画（全17時間　本時６時間目/17時間） 

時 指導事項 学習活動・学習内容 

〇：評価規準と◇評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

１ 

２ 

３ 

４ 

Ｄ(1) 

ア 

・センサなどの入力装置から

　アクチュエータ等の出力装

　置までの信号の伝達経路や

　変換の方法と計測・制御シ

　ステムの中では、一連の情

　報がプログラムによって処

　理されていることなどの計

　測・制御システムの仕組み

　について知る。 

①計測・制御システム

　の基本的な仕組みを

　説明できる。 

◇ふりかえりフォーム 

 ②進んで情報の技術と

　関わり、主体的に理

　解し、技能を身に付

　けようとしている。 

◇観察、ふりかえり　 

　フォーム等を組み合

　わせて評価 

５ 

６ 

７ 

Ｄ(1) 

ア 

・社会や身近に存在する計　 

　測・制御システムについて

　知るとともに、背景にある

　社会問題に気づき、社会問

　題を解決するプログラミン

　グの工夫について考える 

  

８ 
Ｄ(3) 

イ 

・これまでの他教科も含む学

　習経験を振り返るなどし　 

　て、よりよい生活の実現や

　持続可能な社会の構築に関

　わる問題を見いだし、技術

　的な課題を設定する。 

 ③生活や社会の中から

　情報の技術に関わる

　問題を見いだして、

　課題を設定できる。 

◇ワークシート 

 

⑦自分なりの新しい考

　え方や捉え方によっ

　て、解決策を構想し

　ようとしている。 

◇ワークシート、ふり

　かえりフォーム等を

　組み合わせて評価 

 

⑧著作権等に気をつけ

　て設計するなど、知

　的財産を創造、保護

　及び活用しようとし

　ている。 

◇ワークシート、ふり

　かえりフォーム等を

　組み合わせて評価 

 

⑨自らの問題解決とそ

　の過程を振り返り、

　よりよいものとなる

　よう改善・修正しよ

　うとしている。 

◇ワークシート、ふり

　かえりフォーム等を

　組み合わせて評価 

９ 
Ｄ(3) 

イ 

・必要な機能をもつ計測・制

　御システムを設計する。　 

　（情報処理の手順の具体化

　については、全体構成やア

　ルゴリズムをアクティビ　 

　ティ図で表す） 

・解決策を具体化し、試行・

　試作をする。 

 ④課題の解決策となる

　計測・制御システム

　の機能や条件を構想

　し、大まかな動作を

　具体化できる。 

◇ワークシート 

10 

11 

12 

13 

14 

Ｄ(3) 

ア 

・構想したプログラムを、安

　全・適切に制作する。 

・動作の確認及びデバッグ等

　を行うなど、必要に応じて

　プログラムを改善・修正す

　る。 

⑤安全・適切なプログ

　ラムの制作、センサ

　やアクチュエータも

　含めた動作の確認及

　びデバッグ等ができ

　る。 

◇制作品 

◇観察 

◇ワークシート 

 



15 
Ｄ(3) 

イ 

・制作したシステムについて

　発表し相互評価する。 

・実際の生活や社会における

　問題解決例を調べて自分の

　システムと比較するなど　 

　し、解決結果や過程の改善

　及び修正を考えて、レポー

　トにまとめる。 

 ⑥制作したシステムが

　設定した課題を解決

　できるかを評価する

　とともに、設計や制

　作の過程に対する改

　善及び修正を考える

　ことができる。 

◇ワークシート 

16 

17 

Ｄ(4) 

アイ 

・よりよい生活の実現や持続

　可能な社会の構築に向けた

　情報の技術による問題の解

　決について、自分の考えを

　発表する。 

・今後の情報の技術の在り方

　について統合的な内容の視

　点から捉え、自分の考えを

　発表する。 

⑩これまでの学習と、

　情報の技術がよりよ

　い生活の実現や持続

　可能な社会の構築に

　果たす役割や影響を

　踏まえ、情報の技術

　の概念を説明でき　 

　る。 

◇提言レポート 

⑪よりよい生活の実現

　や持続可能な社会の

　構築を目指して、情

　報の技術を評価し、

　新たな発想に基づい

　た改良や応用の仕方

　を提言できる。 

◇提言レポート 

⑫よりよい生活の実現

　や持続可能な社会の

　構築に向けて、情報

　の技術を工夫し創造

　していこうとしてい

　る。 

◇提言レポート 

 

６．本時の学習 

（１）目標　進んで情報の技術と関わり、主体的に理解し、技能を身に付けようとしている。 

　　　　　　（学びに向かう力、人間性等） 

（２）展開 

主な学習場面と子どもの取組 目指す姿と取組を支える手立て 

【導入】 

１．前時までのふりかえりと本時の流れの確認 

・micro:bit本体の動作に関するLED点灯／点滅、サウ

　ンド、乱数等のプログラミングを行っている。 

・身近な計測・制御システムの一つである信号機のモ

　デル制作を通して、計測・制御システムについて理

　解を深めることを知る。 

 

 

【展開】課題設定／解決 

２．信号機のモデル制作を通して、基本的な計測・制

　　御システムの構成などについて知る。 

・TECH未来micro:bit対応パーツとブロックを接続　

　し、信号機の基本モデルの形を組み立てる。 

・外部LEDを点灯させる基本モデル信号機のプログラ

　ムを制作する。 

・押しボタン式信号に改良する。 

・歩行者が安全・安心に渡ることができる歩行者用信

　号を追加する。 

・UDを意識した音声付信号機に改良する。 

・それぞれの動作確認とデバッグを行う。 

 

【まとめ】 

３．ふりかえりフォームの記入をする。 

・普段は当たり前に身近にある信号機に、車や人が安

　全に行き来ができるようにたくさんの配慮や工夫が

　あることに気づきました。 

・最初は簡単だと思ったけど、友達にこれじゃあ危な

　いといわれても最初は意味が分かりませんでした。

　でも、歩行者が安全に通ることができるようにあえ

 

 

・前回までmicro:bit本体を活かしたプログ

　ラミングから、今回は外部LEDを接続し、

　さらに計測・制御システムの拡張性を理

　解する。 

・「開発者の思い通りにシステムを動作さ

　せる」ことは変わらないことを確認す　

　る。 

 
 

 

 

・外部LEDの接続や信号機の組み立てについ

　ては、全体で進めていけるように支援す

　る。また、ワークシートも参照するよう

　に伝える。 

・「ペアで黙々と」、「他グループと相　

　談・参照しながら」、「授業者にアドバ

　イスをもらいながら」というような選択

　肢を示すことで、自分たちに合った課題

　解決方法を選べるようにする。 

・机間指導を行いながら、作業が遅れがち

　なグループの支援を行う。 

 

 

・配信したフォームに、本時のふりかえり

　を行うように伝える。 

・ふりかえりを書く際は、本時の授業で大

　切だったこと、新たに分かったこと等を

　書くように伝える。書く視点をもつこと

　で、本時の学習を自分の言葉で整理でき



　て車道の信号機と歩行者用でタイムラグがあること

　に気づけて、プログラムを改良できて良かったで　

　す。 

・信号機のような身近にある計測・制御システムも誰

　かがプログラミングをしていて、その人の個性や考

　え方が出ることが分かった。 

　るようにする。 

 

（３）評価 

A：十分に満足できると判断される状況 B：おおむね満足できると判断される状況 C：努力を要する状況への手立て 

進んで情報の技術と関わり、主

体的に理解し、技能を身に付け

ようとしているとともに、社会

や生活の様々な場面で活用され

ている計測・制御システムにつ

いて関心を持つことができてい

る。 

進んで情報の技術と関わり、主

体的に理解し、技能を身に付け

ようとしている。 

（A評価にするための手立て） 

目の前のモデルを通して、様々

な場面で見られる計測・制御シ

ステムについても視点が広がる

ようにアドバイスする。 

進んで情報の技術と関わること

が難しいので、積極的に関われ

ない理由を把握し、支援するこ

とができるように、声掛けを行

う。 

 

 

 
 


